
条件 a1 = −4, a2 = 0, an+2 − 3an+1 +2an = 0 (n = 1, 2, 3, · · ·) によって定
められる数列 {an} の一般項を求めよ．

(13年 奈良県医大 医 15)

an = 2n+1 − 8
解答は次のページにあります．



【チェック・チェック】

3項間漸化式の基本問題です．

【解答】

an+2 − 3an+1 + 2an = 0

は t2 − 3t+ 2 = 0 の解 t = 1, 2 を利用すると

an+2 − an+1 = 2(an+1 − an) …… 1⃝ ←− 与式を 2通りの等比
数列に変形する．
チェクリピ (346)an+2 − 2an+1 = an+1 − 2an …… 2⃝

と 2通りに変形することができる．
1⃝より {an+1 − an}は初項 a2 − a1 = 0− (−4) = 4，公比 2の等比

数列であるから

an+1 − an = 4 · 2n−1 = 2n+1
…… 1⃝′

また， 2⃝より {an+1 − 2an}は初項 a2 − 2a1 = 0− 2 · (−4) = 8，公

比 1の等比数列 (すなわち定数数列)であるから

an+1 − 2an = 8 · 1n−1 = 8 …… 2⃝′

1⃝′， 2⃝′ の辺々をひくと ←− 1⃝′， 2⃝′の 2式を連
立する．

an = 2n+1 − 8 ……（答）

• 1⃝′または 2⃝′の 2項間漸化式を解くことにより，一般項 anを

求めることもできるが， 1⃝′， 2⃝′ の 2式を連立する方が簡便で
ある．

https://dl.dropboxusercontent.com/u/39826611/C%26RIIB/2b070206_3%E9%A0%85%E9%96%93%E6%BC%B8%E5%8C%96%E5%BC%8F.pdf

